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収入保険と農作物共済及びナラシ対策の比較 
 
 

（１）収入保険と農作物共済及びナラシ対策の比較のポイント 
  

①補てんの対象者 

収入保険は青色申告を行っている農業者が対象、ナラシ対策は市町村から認定農業者等の

認定を受ける必要があります。 

 

           

②補てんの対象（収入減少の要因） 

収入保険は、米の収量減少や価格低下、収穫後に出荷や販売ができなかった場合などでも、

補てんの対象です。 

農作物共済及びナラシ対策は、収穫後に米の出荷や販売ができなかった場合は、補てん 

されません。また、農作物共済は自然災害による収量減少以外の場合は、補てんされません。 

 

③補てんの計算方法（個人単位か地域単位か） 

収入保険及び農作物共済は、農業者ごとの収入減少を補てんします。 

ナラシ対策は、地域の米の主要銘柄の平均取引価格を使って収入減少を計算しますので、

農業者個人の取引価格が低下しても、主要銘柄の平均取引価格が低下していなければ補てん

されません。 

 

④ 補てんの範囲 

収入保険は、基準収入の９割を下回った場合に、下回った額の９割が補てんされ、10割の

収入減少までが補てんの対象です。 

ナラシ対策は、基準収入を下回った場合に、下回った額の９割が補てんされ、最大で２割

の収入減少までが補てんの対象です。また、補てんの対象面積は、当年産の販売数量（生産

年の翌年３月までに販売した数量）を地域の当年産単収で除して算出します。 

農作物共済は、米の多くの方が加入されている、一筆方式で補償限度７割のタイプは、基

準収穫量の７割を下回った場合に補てんされ、10割の収量減少までが補てんの対象です。 

 

（２）愛知県の主な農産物等の試算 （次ページ以降） 
①米 ②小麦 ③大豆 

 

※本資料に関するお問い合わせは、愛知県農業共済組合までお尋ねください。 

 

【問い合わせ先】 

 愛知県農業共済組合 本所 収入保険課 

 連絡先（電話番号） ０５２－２０４－２４１１ 
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収入保険と既存制度の掛金及び補てん金の比較（愛知県） 

 品目：米 

 

平均収入 

1,139万円 
 

作付面積 
10.0ha 

 
単収 

507㎏/10a 
 

販売単価 
13,475円/60kg 

 

 

シナリオ１ 

 
販売価格が、

地域平均で、 
２割低下 
 
 

 
 

当年収入 
911万円 

 

シナリオ２ 

 
販売価格が、

個人のみで、 
２割低下 
 
 

 
 

当年収入 
911万円 

 

シナリオ３ 

 
自然災害によ

り、地域全体

が、 
収量５割減 
 

 
 

当年収入 
569万円 

 

シナリオ４ 

 
自然災害によ

り、個人のみ

が、 
収量５割減 
 

 
 

当年収入 
569万円 

 

シナリオ５ 

 
自然災害以外の要

因により、 
収量２割減 
 
 
 
 

当年収入 
911万円 

 

 既存制度 

 掛金拠出合計50.8万円 
 
 

 

202万円 
 

 

0万円 
 

 

306万円 
 

 

177万円 
 

 

0万円 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ナラシ対策 
（20％コース） 
※最大で２割の収入減少 
 まで補てん 
 積立金 50.4万円 

 
 

202万円 
 
 
 

 
 

0万円 
 
 
 

 
 

129万円 
※共済金相当額 

（375万円）を控

除 

 
 

0万円 
 
 
 

 
 

0万円 
 
 
 

 
農作物共済 
  一筆方式 
  補償限度７割 
 共済掛金 0.4万円 
   （掛け捨て） 

 
 

－ 
 
 
 

 
 

－ 
 
 
 

 
      

177万円 
 
 
 

 
 

177万円 
 
 
 

 
 

－ 
 
 
 

 

 収入保険 
   補償限度９割 

  （保険8割+積立1割） 
  支払率９割 
 ※10割の収入減少まで

補てん 
 
 掛金拠出合計34.4万円 
  保険料 8.8万円 
      （掛け捨て） 
    積立金 25.6万円 
 
 

 

 
 

102万円 
 

 
補てん金を含めた 

当年収入 
1,013万円 

 
 
 
 
 

 

 
 

102万円 
 

 
補てん金を含めた 

当年収入 
1,013万円 

 
 
 
 
 

 

 
 

410万円 
 

 
補てん金を含めた 

当年収入 
979万円 

 
 
 
 
 

 

 
 

410万円 
 

 
補てん金を含めた 

当年収入 
979万円 

 
 
 
 
 

 

 
 

102万円 
 

 
補てん金を含めた 

当年収入 
1,013万円 
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（注） 

 １ 主食用米の作付面積10.0ha(平均的な大規模作付面積)、単収507kg/10a（作物統計）、販売単価13,475

円/60kg（相対取引価格）、平均収入11,386,375円と仮定して試算しています。 

 

 ２ ナラシ対策は地域で最も加入者の多いコースを選択した場合、農作物共済は地域で最も加入者の多い

引受方式、補償限度を選択した場合で試算しています。 

 

 ３ 掛金拠出の試算方法は、次のとおりです。 
 
   ナラシ対策： 

   （積立金）10a当たり標準的収入金額（111,961円/10a）※×作付面積(10.0ha） 

        ×積立幅（0.2）×支払率（0.9）×1/4（国庫補助75％）＝503,825円 

※10a当たり標準的収入金額は、「平成28年産に係る収入減少影響緩和交付金の交付に関する告示」

より安城市の値を使用。 
 
   農作物共済： 

   （共済掛金）作付面積（10.0ha）×基準単収（498kg/10a）×補償限度（7割） 

         ×引受単価（178円/kg）×共済掛金率（0.123％）×1/2（国庫補助50％） 

         ＝3,816円 
     
   収入保険： 

   （保険料）基準収入（平均収入11,386,375円）×保険方式の補償限度（0.8） 

        ×支払率（0.9）×保険料率（2.159％）×1/2（国庫補助50％）＝88,499円 

   （積立金）基準収入（平均収入11,386,375円）×積立幅（0.1）×支払率（0.9） 

        ×1/4（国庫補助75％）＝256,193円 
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収入保険と既存制度の掛金及び補てん金の比較（愛知県） 

 品目：小麦 

 

平均収入 

561万円 
 

作付面積 
10.0ha 

 
単収 

427㎏/10a 
 

販売単価 
7,880円/60kg 

 

 

シナリオ１ 

 
販売価格が、

地域平均で、 
２割低下 
 
 

 
 

当年収入 
449万円 

 

シナリオ２ 

 
販売価格が、

個人のみで、 
２割低下 
 
 

 
 

当年収入 
449万円 

 

シナリオ３ 

 
自然災害によ

り、地域全体

が、 
収量５割減 
 

 
 

当年収入 
280万円 

 

シナリオ４ 

 
自然災害によ

り、個人のみ

が、 
収量５割減 
 

 
 

当年収入 
280万円 

 

シナリオ５ 

 
自然災害以外の要

因により、 
収量２割減 
 
 
 
 

当年収入 
449万円 

 

 既存制度 

 掛金拠出合計17.3万円 
 
 

 

28万円 
 

 

0万円 
 

 

242万円 
 

 

214万円 
 

 

0万円 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ナラシ対策 
（20％コース） 
※最大で２割の収入減少 
 まで補てん 
 積立金 6.9万円 

 
 

28万円 
 
 
 

 
 

0万円 
 
 
 

 
 

28万円 
※共済金相当額 

（40万円）を控除 

 
 

0万円 
 
 
 

 
 

0万円 
 
 
 

 
農作物共済 
  災害収入共済方式 

  補償限度９割 
 共済掛金10.4万円 
   （掛け捨て） 

 
 

－ 
 
 
 

 
 

－ 
 
 
 

 
      

214万円 
 
 
 

 
 

214万円 
 
 
 

 
 

－ 
 
 
 

 

 収入保険 
   補償限度９割 

  （保険8割+積立1割） 
  支払率９割 
 ※10割の収入減少まで

補てん 
 
 掛金拠出合計17万円 
  保険料 4.4万円 
      （掛け捨て） 
    積立金 12.6万円 
 
 

 

 
 

50万円 
 

 
補てん金を含めた 

当年収入 
499万円 

 
 
 
 
 

 

 
 

50万円 
 

 
補てん金を含めた 

当年収入 
499万円 

 
 
 
 
 

 

 
 

202万円 
 

 
補てん金を含めた 

当年収入 
482万円 

 
 
 
 
 

 

 
 

202万円 
 

 
補てん金を含めた 

当年収入 
482万円 

 
 
 
 
 

 

 
 

50万円 
 

 
補てん金を含めた 

当年収入 
499万円 
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（注） 

 １ 小麦の作付面積10.0ha(平均的な大規模作付面積)とし、単収427kg/10a（作物統計）、販売単価7,880

円/60kg（県の指標価格＋数量払いの平均交付単価）、平均収入5,607,933円と仮定して試算していま

す。 

 

 ２ ナラシ対策は地域で最も加入者の多いコースを選択した場合、農作物共済は地域で最も加入者の多い

引受方式、補償限度を選択した場合で試算しています。 

 

 ３ 掛金拠出の試算方法は、次のとおりです。 
 
   ナラシ対策： 

   （積立金）10a当たり標準的収入金額（15,303円/10a）※×作付面積(10.0ha） 

        ×積立幅（0.2）×支払率（0.9）×1/4（国庫補助75％）＝68,864円 

※10a当たり標準的収入金額は、「平成28年産に係る収入減少影響緩和交付金の交付に関する告示」

より西三河地域の値を使用。 
 
   農作物共済： 

   （共済掛金）作付面積（10.0ha）×基準単収（408kg/10a）×補償限度（9割） 

         ×引受単価（140円/kg）×共済掛金率（4.160％）×48.6/100（国庫補助51.4％） 

         ＝103,935円 
     
   収入保険： 

   （保険料）基準収入（平均収入5,607,933円）×保険方式の補償限度（0.8） 

        ×支払率（0.9）×保険料率（2.159％）×1/2（国庫補助50％）＝43,587円 

   （積立金）基準収入（平均収入5,607,933円）×積立幅（0.1）×支払率（0.9） 

        ×1/4（国庫補助75％）＝126,179円 
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収入保険と既存制度の掛金及び補てん金の比較（愛知県） 

 品目：大豆 

 

平均収入 

425万円 
 

作付面積 

10.0ha 
 

単収 
134kg/10a 

 
販売単価 

19,040円/60kg 

 

シナリオ１ 

 

販売価格が、 

地域平均で、 

２割低下 

 

 

 

 

当年収入 

340万円 

 

シナリオ２ 

 

販売価格が、 

個人のみで、 

２割低下 

 

 

 

 

当年収入 

340万円 

 

シナリオ３ 

 

自然災害によ

り、地域全体 

が、 

収量５割減 

 

 

 

当年収入 

213万円 

 

シナリオ４ 

 

自然災害によ

り、個人のみ 

が、 

収量５割減 

 

 

 

当年収入 

213万円 

 

シナリオ５ 

 

自然災害以外の要

因により、収量２

割減 

 

 

 

 

当年収入 

340万円 

 

 既存制度 

 掛金拠出合計26.2万円 
 
 

 

 

50万円 
 
 

 

 

0万円 
 
 

 

 

129万円 
 
 

 

 

79万円 
 
 

 

 

0万円 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ナラシ対策 
（20％コース） 
※最大で２割の収入減少 
 まで補てん 
 積立金12.5万円 

 
 

50万円 
 
 
 

 
 

0万円 
 
 
 

 
 

50万円 
※共済金相当額 

（62万円）を控除 

 
 

0万円 
 
 
 

 
 
－ 

 
 
 

 
畑作物共済 
  全相殺方式 
  補償限度９割 
 共済掛金13.7万円 
   （掛け捨て） 

 
 

－ 
 
 
 

 
 

－ 
 
 
 

 
      

79万円 
 
 
 

 
 

79万円 
 
 
 

 
 

－ 
 
 
 

 

 収入保険 
   補償限度９割 

  （保険8割+積立1割） 
  支払率９割 
 ※10割の収入減少まで

補てん 
 
 掛金拠出合計12.9万円 

  保険料 3.3万円 
      （掛け捨て） 
    積立金 9.6万円 
 

 

 
 

38万円 
 

 
補てん金を含めた 

当年収入 
378万円 

 
 
 
 

 

 
 

38万円 
 

 
補てん金を含めた 

当年収入 
378万円 

 
 
 
 

 

 
 

153万円 
 

 
補てん金を含めた 

当年収入 
366万円 

 
 
 
 

 

 
 

153万円 
 

 
補てん金を含めた 

当年収入 
366万円 

 
 
 
 

 

 
 

38万円 
 

 
補てん金を含めた 

当年収入 
378万円 
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（注） 

 １ 大豆の作付面積10.0ha(平均的な大規模作付面積)とし、単収134kg/10a（作物統計）、販売単価19,040

円/60kg（県の指標価格＋数量払いの平均交付単価）、平均収入4,252,267円と仮定して試算していま

す。 

 

 ２ ナラシ対策は地域で最も加入者の多いコースを選択した場合、畑作物共済は地域で最も加入者の多い

引受方式、補償限度を選択した場合で試算しています。 

 

 ３ 掛金拠出の試算方法は、次のとおりです。 
 
   ナラシ対策： 

   （積立金）10a当たり標準的収入金額（27,847円/10a）※×作付面積(10.0ha） 

        ×積立幅（0.2）×支払率（0.9）×1/4（国庫補助75％）＝125,312円 

※10a当たり標準的収入金額は、「平成28年産に係る収入減少影響緩和交付金の交付に関する告示」

より西三河地域の値を使用。 
 
   畑作物共済： 

   （共済掛金）作付面積（10.0ha）×基準単収（131kg/10a）×補償限度（9割） 

         ×引受単価（302円/kg）×共済掛金率（8.57％）×45％（国庫補助55％） 

         ＝137,314円 
     
   収入保険： 

   （保険料）基準収入（平均収入4,252,267円）×保険方式の補償限度（0.8） 

        ×支払率（0.9）×保険料率（2.159％）×1/2（国庫補助50％）＝33,050円 

   （積立金）基準収入（平均収入4,252,267円）×積立幅（0.1）×支払率（0.9） 

        ×1/4（国庫補助75％）＝95,676円 
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